
~

~~ ~~
~

｢一

に つ ■
℃

､

I

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

日

Ｖ

Ｉ

２

そ

１

Ｊ

１

０

回

り

八

－

、

溌、

Q

'一

ー

■

卜
、

▲唖
草
紙
極

順
一ﾛ

I
甲

-●

稲幽

』

融、 、

Ｉ

認＝f弓

震融主雪

L凸

凶



－

1

I

上

、

I

P

I－ － ‐'旨一一＝唾



’
墨
田
区
に
は
、
現
在
は
勿
論
、
過
去
に
お
い
て
も
多
く
の
古
刹
、
名
刹
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
く
は
戦
災
、
遠
く
は
関
東

大
震
災
の
た
め
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
も
の
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
他
地
域
へ
移
転
し
た
も
の
も
相
当
数
あ
り
ま

し
た
。
中
に
は
震
災
前
に
移
転
し
た
も
の
も
あ
り
、
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
し
て
お
ら
れ
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
勿
論
焼
け

た
寺
院
で
あ
っ
て
も
、
墨
田
の
郷
土
史
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
資
料
を
提
供
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
そ
う
し
た
寺
院
を
お
訪
ね
し
て
、
ご
く
概
略
な
が
ら
沿
革
や
現
況
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
短
時
日
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
不
備
な
点
も
多
く
、
ま
た
原
則
と
し
て
大
正
以
前
に
移
転
し
た
も
の
は
含
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
快
く
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
各
寺
院
の
御
住
職
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。昭

和
五
十
八
年
三
月

は

じ

め

に
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１

、

最

勝

寺

（

牛

宝

山

明

王

院

）

天

台

宗

浅

草

寺

末

旧

所

在

地

本

所

区

表

町

六

五

番

地

（

現

）

東

駒

形

二

丁

目

二

番

現

在

地

江

戸

川

区

平

井

一

丁

目

二

五

番

沿
革
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
慈
覚
大
師
の
高
弟
、
良
本
の
創
建
と
伝
え

る
。
元
牛
嶋
神
社
別
当
寺
。
本
尊
釈
迦
如
来
は
慈
覚
大
師
作
と
い
う
。

こ
こ
の
目
黄
不
動
は
江
戸
五
不
動
の
一
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

寛
永
の
頃
に
は
将
軍
家
光
が
数
回
訪
れ
て
い
る
。

現
状
大
正
二
年
の
移
転
で
震
災
。
戦
災
を
免
れ
て
い
る
の
で
、
本
尊
を

始
め
、
重
要
な
仏
像
等
は
現
在
す
る
。
な
お
、
当
区
関
係
と
し
て
、

富
田
木
歩
・
立
川
焉
馬
の
墓
が
あ
る
。

か
な
り
広
大
な
寺
域
を
も
ち
、
寺
格
を
保
っ
て
い
る
。

Ｉ

ｊ
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２

、

成

就

寺

（

嘉

桂

山

西

光

院

）

天

台

宗

延

暦

寺

末

旧

所

在

地

本

所

区

中

ノ

郷

竹

町

二

七

番

地

（

現

）

吾

妻

橋

一

丁

目

一

四

番

現

在

地

江

戸

川

区

平

井

一

丁

目

二

四

番

￥

沿
革
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
慈
覚
大
師
創
建
と
言
う
。
『
江
戸
砂
子
』
、

『
江
戸
紀
聞
』
は
舜
慶
法
印
が
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
創
建
と
伝

え
、
『
寺
社
害
上
』
は
草
創
以
後
四
百
余
年
、
寺
地
荒
廃
し
、
大
僧

都
舜
慶
が
こ
れ
を
中
興
と
述
べ
る
。

古
く
は
嘉
祥
山
寂
光
寺
円
仁
院
と
唱
え
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四

一

）

寺

号

を

改

め

た

。

本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
聖
徳
太
子
作
と
伝
え
る
。

現
状
明
治
四
○
年
墓
地
、
昭
和
四
年
本
堂
等
移
転
完
了
。

な
お
、
俗
称
「
か
ら
た
ち
寺
」
は
、
寺
門
付
近
に
見
事
な
「
か
ら

た
ち
」
の
並
木
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
現
在
は
全
く
な
い
。
か

な
り
広
い
寺
域
を
も
ち
、
整
備
さ
れ
て
い
る
。
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沿
革 ３

、

大

法

寺

（

宝

聚

山

）

日

蓮

宗

旧

所

在

地

本

所

区

中

ノ

郷

業

平

町

一

二

番

地

現

在

地

江

戸

川

区

平

井

一

丁

目

二

五

番

法
恩
寺
八
世
大
権
院
日
巧
上
人
の
創
建
で
、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と
も
大
永
六
年
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
法

恩
寺
と
共
に
平
河
の
地
に
あ
っ
た
が
、
谷
中
さ
ら
に
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
頃
本
所
に
移
る
。
本
堂
の
左
に
三

十
番
神
堂
、
本
堂
に
広
布
石
が
あ
り
「
庖
瘡
」
の
守
誰
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

広
布
石
は
千
葉
石
と
も
い
い
、
『
江
戸
名
所
図
絵
』
に
は
、
「
伝
え
云
ふ
。
往
古
、
此
霊
石
亀
戸
村
の
地
に
あ
り

絵
』
に
は
、
「
伝
え
云
ふ
。
往
古
、
此
霊
石
亀
戸
村
の
地
に
あ
り

現
状

し
と
。
亀
戸
村
、
昔
は
鎌
倉
へ
の
街
道
た
り
。
建
長
五
年
（
一
二

五
三
）
日
蓮
上
人
、
下
総
国
よ
り
鎌
倉
へ
至
り
給
ふ
頃
、
彼
所
を

過
ぎ
給
ひ
、
此
石
面
に
法
華
の
首
題
を
書
き
給
ひ
、
大
い
に
広
宣

流
布
の
願
を
誓
ひ
給
ふ
。
依
て
広
布
石
と
号
す
。
對
後
、
千
葉
家

に
相
伝
せ
し
故
千
葉
石
と
も
称
せ
り
。
然
る
に
日
巧
上
人
は
、
俗

姓
千
葉
氏
な
り
し
故
に
、
出
家
得
度
の
後
当
寺
を
創
立
し
、
此
霊

石
も
こ
こ
に
安
置
あ
り
て
日
巧
師
も
又
自
ら
此
石
面
に
三
十
番
神

の
尊
号
を
彫
り
添
え
ら
れ
け
る
と
な
り
。
」

か
な
り
広
い
寺
域
を
も
ち
整
備
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
最
勝
寺

・
成
就
寺
と
当
寺
が
同
じ
道
路
に
沿
っ
て
い
る
。
昭
和
四
年
に
移

る
○

法
恩
寺
末

（
現
）
横
川
一
丁
目
一
七
番

－3－
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４

、

大

雲

旧

所

在

地

現

在

地

本
所
区
押
上
町
二
○
九
番
地
（
現
）
業
平
三
丁
目
三
番

江
戸
川
区
西
瑞
江
二
丁
目
三
八
番

寺
（
長
行
山
呼
称
院
）
浄
土
宗
京
都
智
恩
院
末

沿
革
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
梵
誉
上
人
貞
存
和
尚
が
浅
草
森
田
町
に

創
建
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
二
月
の
火
災
に
類
焼
し
、
本
所
押

上
に
移
っ
た
。
関
東
大
震
災
後
、
昭
和
六
年
現
在
地
に
移
転
し
た
。

本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
運
慶
作
と
伝
え
る
。
俗
に
「
赤
門
寺
」
と
も

「
役
者
寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
著
名
で
あ
っ
た
。
墓
域
に
中
村
勘
三
郎

以
下
猿
若
代
友
の
墓
、
そ
の
他
歌
舞
伎
役
者
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ

る

。

現
状
寺
域
全
般
に
樹
木
が
多
く
、
山
門
も
備
え
た
如
何
に
も
寺
院
ら
し

い
環
境
で
あ
る
。
墓
地
に
は
歌
舞
伎
役
者
の
墓
も
あ
り
、
か
つ
て
の

隆
盛
を
偲
ば
せ
る
。
ま
た
瑞
江
だ
け
に
寺
域
に
流
れ
が
残
り
、
墓
地

の
入
口
に
は
古
め
か
し
い
石
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

－4－
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５

、

東

江

寺

全

島

山

明

星

陸

天

台

宗

延

暦

寺

末

（

寛

永

寺

末

）

旧

所

在

地

本

所

区

番

場

町

六

九

番

地

（

現

）

東

駒

形

一

丁

目

一

五

番

現

在

地

葛

飾

区

東

金

町

二

丁

目

二

五

番

【画

沿
革
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
源
満
仲
ｌ
満
慶
と
い
っ

て
恵
心
僧
都
の
弟
子
ｌ
が
、
摂
津
国
多
田
に
沙
羅
連
山
石
峰
寺
を
建

立

し

薬

師

如

来

を

本

尊

と

し

た

。

後
に
比
久
聖
珊
が
多
田
宗
玄
か
ら
こ
の
薬
師
像
を
伝
え
ら
れ
、
江

戸
に
下
っ
て
天
正
三
年
（
一
五
八
三
）
東
江
寺
を
建
立
、
貞
享
元

年
（
ニ
ハ
八
四
）
僧
淳
海
が
再
建
し
て
中
興
開
山
と
な
る
。
薬
師
如

来

は

恵

心

僧

都

作

と

い

う

。

現
状
寺
域
は
割
に
広
い
が
、
幼
稚
園
が
併
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
墓
域

は
広
い
と
は
云
え
な
い
。
震
災
前
に
境
内
に
あ
っ
た
著
名
碑
の
数
炎

は
皆
失
わ
れ
た
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に
薬
師
如
来
、
不
動
明
王
、
毘

沙
門
天
の
三
座
像
（
高
さ
一
五
セ
ン
チ
程
）
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

現
在
地
に
は
昭
和
二
年
移
っ
て
き
た
。

－5－
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６

、

南

蔵

旧

所

在

地

現

在

地

院

（

業

平

山

東

泉

寺

）

天

台

氷

延

勝

寺

末

辱

・

本
所
腫
中
ノ
郷
八
瞬
町
二
五
番
地
（
現
）
汗
妻
橋
三
丁
目
六
番

葛
飾
区
東
水
元
二
丁
目
二
八
番

沿
革
『
東
京
府
志
料
』
に
は
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
起
立
、
林
能

和
尚
の
開
山
と
す
る
が
、
『
東
京
府
寺
院
明
細
帳
』
で
は
「
創
立
不

詳
。
中
興
開
基
権
僧
都
林
能
法
師
、
貞
和
四
年
中
卒
ス
」
と
あ
っ
て

一

致

し

な

い

。

元
禄
二
年
（
一
六
九
八
）
水
戸
藩
下
屋
激
の
用
地
と
な
り
、
本

所
小
梅
か
ら
中
之
郷
八
幡
町
に
移
る
。
境
内
に
大
日
堂
、
明
光
稲
荷

社
、
地
蔵
堂
、
旧
業
平
塚
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の
地
蔵
を
俗
に
「
し
ば

ら

れ

地

蔵

」

と

い

う

。

現
状
現
在
地
に
は
前
か
ら
同
宗
派
の
聖
徳
寺
が
あ
っ
た
が
、
創
立
年
代

等
不
詳
。
堂
舎
の
一
部
と
「
聖
徳
の
マ
ツ
」
と
云
う
老
松
が
残
っ
て

い
る
。
南
蔵
院
の
境
内
地
は
広
く
、
本
堂
、
庫
裡
、
客
殿
等
は
ま
だ

新
し
く
、
鐘
楼
も
あ
り
、
な
か
な
か
風
格
の
あ
る
寺
院
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
し
ば
ら
れ
地
蔵
は
相
変
ら
ず
参
詣
者
が
多
く
、
真
新
し

い
縄
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
元
年
こ
の
地
に
移
転

し
て
き
た
頃
は
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
す
っ
か
り
宅
地

化
し
大
き
な
団
地
な
ど
も
近
く
に
あ
る
。
史
跡
め
ぐ
り
で
訪
ね
る
人

も

少

な

く

な

い

よ

う

で

あ

る

。

－6－
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l

７
、
延
命
寺
（
三
囲
山
真
珠
院
）
天
台
宗
浅
草
寺
末
三
囲
神
社
別
当

旧

所

在

地

本

所

区

中

ノ

郷

八

軒

町

一

九

番

地

（

現

）

吾

妻

橋

三

丁

目

二

番

現

在

地

葛

飾

区

白

鳥

四

丁

目

一

三

番

沿
革
近
江
国
三
井
寺
の
大
僧
都
源
慶
が
、
三
囲
稲
荷
再
興
に
際
し
て
傍

に
草
庵
を
営
み
、
つ
い
で
本
堂
等
を
造
立
し
、
延
命
寺
と
号
し
た
。

創
建
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
と
伝
え
る
。

水
戸
徳
川
家
下
屋
敷
と
な
っ
た
あ
た
り
に
広
大
な
寺
地
を
有
し
て

い
た
が
、
後
に
公
収
さ
れ
て
源
森
川
以
南
に
移
転
し
た
。

寺
内
の
不
動
尊
は
中
之
郷
の
瓦
師
、
中
氏
彦
六
の
作
。
『
江
戸
砂

子
』
に
よ
れ
ば
、
彦
六
は
他
に
並
ぶ
者
の
な
い
名
人
、
特
に
瓦
で
仏

像
を
作
れ
ば
仏
工
も
及
ぽ
な
い
ほ
ど
。
高
野
山
蓮
華
定
院
開
山
行
勝

上
人
は
諸
国
の
仏
師
画
工
に
命
じ
て
倶
利
迦
羅
不
動
像
を
作
ら
せ
た

が
心
に
叶
わ
ず
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
九
月
、
時
の
住
職
盛
遠

法
印
が
彦
六
に
仏
像
を
作
ら
せ
た
と
い
う
。

現
状
寺
門
を
入
る
と
す
ぐ
右
手
に
幼
稚
園
が
あ
る
、
寺
院
と
し
て
は
何

と
な
く
そ
ぐ
わ
な
い
感
じ
で
あ
る
。
墓
域
も
さ
し
て
広
く
な
く
、
か

つ
て
の
三
囲
社
の
別
当
寺
と
し
て
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
。

昭
和
二
年
に
当
地
に
移
っ
て
き
た
頃
は
曳
舟
川
も
近
く
、
静
か
な

所
で
あ
っ
た
。
瓦
不
動
等
、
江
戸
時
代
の
仏
像
も
何
体
か
現
存
す
る

よ

う

で

あ

る

。

1－7－

１
１



fZ茎ﾑｰｰｰｰｰ一 虻
錐

８

、

徳

正

寺

（

弘

誓

山

）

天

台

宗

浅

草

寺

末

旧
所
在
地

現

在

地

本
所
区
押
上
町
一
八
五
番
地
（
現
）
業
平
四
丁
目
六
番

葛
飾
区
西
新
小
岩
三
丁
目
六
番

一

沿
革
、
氷
正
一
○
年
（
一
五
一
三
）
の
創
建
で
、
中
興
は
僧
存
慶
と
い
う

が
詳
し
く
は
不
明
。
『
東
都
伽
藍
記
』
に
よ
れ
ば
、
境
内
五
九
四
坪

外
に
二
五
三
坪
神
明
社
地
と
あ
る
。

現
状
小
住
宅
の
多
い
環
境
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
本
堂
と
整
備

さ
れ
た
墓
域
と
が
あ
る
、
現
代
的
寺
院
で
あ
る
。
昭
和
二
年
に
現
在

地

に

移

転

し

た

。

－8－



~~~

沿
革
嘉
元
二
年
（
一
三
○
ｍ

八

）

の

創

建

と

伝

え

る

。

三
○
四

現
況

９

、

妙

源

寺

征

覚

山

）

日

蓮

宗

妙

顕

寺

末

（

栃

木

佐

野

市

）

旧

所

在

地

本

所

区

番

場

町

一

三

番

地

（

現

）

東

駒

形

一

丁

目

九

番

現

在

地

葛

飾

区

堀

切

三

丁

目

二

五

番

番
神
堂
、
鬼
子
母
神
堂
、
道
喜
霊
神
堂
と
本
立
院
、
立
性
坊
の
二
塔
中
が
あ
っ
た
。

寺
域
は
か
な
り
広
大
で
は
あ
る
が
、
寺
門
の
あ
た
り
は
未
整
備
で
や
や
荒
廃
の
感
じ
も
あ
る
が
、

は
未
整
備
で
や
や
荒
廃
の
感
じ
も
あ
る
が
、

）
中
老
天
目
上
人
開
創
と
い
い
、
『
再
校
江
戸
砂
子
』
は
建
武
年
中
二
三
三
四
Ｉ

木
造
の
倣
派

な
本
堂
Ｉ
間
口
五
間
、
奥
行
五
間
ｌ
の
他
、
鉄
筋
の
禅
殿

・
庫
裡
と
木
造
の
鐘
楼
を
備
え
て
い
る
。

ふ

さ

か

こ

ん

さ

い

墓
域
は
整
然
と
し
て
お
り
、
都
指
定
の
安
積
艮
斎
（
悪

府
昌
平
校
教
官
）
の
墓
や
、
森
田
勘
弥
。
河
原
崎
権
十
郎

歴
代
等
の
墓
が
あ
る
。
な
お
、
大
正
一
五
年
現
在
地
に
移

っ
て
き
て
い
る
。

－9－
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10
，

碩旧
所
在
地

現

在

地

運

寺

（

鎖

謹

山

）

曹

洞

宗

駒

込

大

円

寺

末

本
所
区
石
原
町
一
七
番
地
（
現
）
本
所
一
丁
目
二
六
爵

荒
川
区
西
尾
久
二
丁
目
二
五
番

沿
革
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
附
山
栄
伝
和
尚
の
創
建
で
、
開
基
は
千

田
庄
兵
術
で
あ
る
。
境
内
社
と
し
て
新
美
稲
荷
社
が
あ
っ
て
、
行
原

⑭

。

の

鎮

守

と

な

っ

て

い

た

。

明
治
四
一
年
に
現
在
地
に
移
っ
て
か
ら
、
住
職
松
岡
大
磯
が
境
内

に
井
戸
を
堀
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ
ジ
ウ
ム
。
エ
マ
ナ
チ
オ
ン
を
含
む
鉱

泉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
時
に
大
正
三
年
。
こ
れ
を
も
と
に
尾

久
温
泉
が
う
ま
れ
「
寺
の
湯
」
と
称
し
て
尾
久
発
展
に
貢
献
し
た
。

残
念
な
が
ら
現
在
井
戸
は
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

現
状
戦
災
を
受
け
、
現
在
は
寺
院
ら
し
い
風
格
に
乏
し
い
。
小
住
宅
の

密
集
し
た
下
町
の
寺
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

－10－



可
Ｉ
ユ
、

Ｔ
Ｉ
ユ

本

仏

寺

（

安

楽

山

）

日

蓮

宗

旧
所
在
地
本
所
区
太
平
町
一
丁
目
二
四
番
地

現

在

地

杉

並

区

梅

里

一

丁

目

一

番
沿
革
寛
永
八
年
（
一
六
三
こ
谷
中
三
崎
の
地
に
修
行
院
日
通
上
人
が

創

建

す

る

。

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
焼
失
し
、
翌
三
年
本
所
に
移
る
。
さ
ら
に

昭
和
一
九
年
現
在
地
に
移
転
し
た
。

当
寺
の
鬼
子
母
神
像
は
、
中
山
法
華
経
寺
、
雑
司
ヶ
谷
と
並
ん
で

関
東
三
鬼
子
母
神
と
称
さ
れ
、
本
所
時
代
に
は
信
仰
を
集
め
、
文
化

三
年
（
一
八
○
六
）
頃
に
は
、
三
間
に
二
間
半
の
立
派
な
鬼
子
母
神

堂

も

建

立

さ

れ

た

と

い

う

。

こ
の
鬼
子
母
神
像
は
、
下
谷
池
ノ
端
の
法
華
信
者
横
田
七
郎
右
ヱ

門
が
五
人
の
子
供
を
早
死
さ
せ
、
妻
が
水
垢
離
中
に
得
た
こ
の
像
に

祈
っ
た
と
こ
ろ
、
丈
夫
な
跡
取
り
を
得
た
と
い
う
由
来
を
も
ち
、
当

寺
に
奉
納
さ
れ
て
か
ら
は
「
子
授
け
鬼
子
母
神
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に

な

っ

た

と

い

う

。

現
状
梅
里
一
丁
目
に
は
多
く
の
寺
が
集
中
し
て
い
る
が
、
本
仏
寺
は
そ

の
中
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寺
院
建
築
で
あ
り
、
境
内
そ
の
も
の
は

あ
ま
り
広
い
方
で
は
な
い
が
、
行
き
届
い
た
た
だ
ず
ま
を
見
せ
て
い

る
。
有
名
な
鬼
子
母
神
像
（
江
戸
初
期
の
作
）
は
災
害
を
免
れ
た
。

久
遠
寺
末

（
現
）
太
平
一
丁
目
一
四
番

－11－

１



12
、

熟

つ

い

真
盛
寺
突
羅
山
養
善
院
）
通
称
三
井
寺
天
台
真
盛
宗
西
教
寺
末
天
津
市
坂
杢

旧
所
在
地
本
所
区
中
ノ
郷
業
平
町
九
番
地
（
現
）
横
川
一
丁
目
一
七
番
専
売
公
社
横
川
工
場

現

在

地

杉

並

区

梅

里

一

丁

目

一

番
沿
革
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
貞
観
上
人
が
湯
島
天
神
前
樹
木
谷
に
創

建
。
一
説
に
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
と
も
云
う
。

天

和

三

年

二

六

八

三

）

寺

地

を

公

収

さ

れ

、

谷

中

清

水

町

へ

、

さ
ら
に
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
一
二
月
中
ノ
郷
村
へ
移
る
。
そ

”
し
て
大
正
二
年
六
月
、
現
在
地
に
本
堂
や
大
師
堂
を
移
す
。

開
創
間
も
な
く
豪
商
越
後
屋
三
井
高
利
の
帰
依
を
受
け
、
以
来
そ

の
援
謹
を
受
け
、
度
重
な
る
災
害
等
も
そ
れ
に
よ
っ
て
乗
り
切
っ
て

き
た
。
三
井
寺
の
称
の
由
来
で
も
あ
る
。

現
状
非
常
に
広
大
な
寺
域
を
も
ち
、
山
門
に
至
る
参
詣
の
道
の
両
側
に

も
樹
木
が
茂
り
、
大
寺
の
風
格
が
あ
る
。
ま
た
、
本
堂
は
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
の
建
物
を
移
築
し
た
も
で
あ
り
、
客
殿
、
庫
裡
は
元

細
川
侯
爵
邸
を
移
築
し
た
明
治
の
建
物
で
、
用
材
が
す
ば
ら
し
い
。

鐘
楼
は
昭
和
四
九
年
建
築
だ
が
、
本
堂
と
も
よ
く
調
和
し
、
前
庭
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。
叉
、
本
堂
の
裏
庭
は
茶
室
も
あ
っ
て
趣
の
あ
る

庭
と
な
っ
て
い
る
。
寺
を
囲
む
よ
う
に
杉
並
区
保
護
林
や
梅
林
も
あ

っ
て
、
都
内
の
寺
院
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
り
、
手
入
れ
が

行
き
届
い
て
い
る
。
墓
域
も
広
い
。

な
お
、
山
岡
鉄
舟
筆
の
山
号
額
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

－12－
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沿
箪

13
、

ど

ぷ

だ

な

蓮

光

寺

霞

光

山

）

通

称

土

富

店

の

大

黒

旧

所

在

地

両

国

（

詳

細

不

明

）

現

在

地

杉

並

区

和

田

三

丁

ロ

杉
並
区
和
田
三
丁
目

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
開
創
で
、
源
受
院
日
宝
の
開
山
と
伝
え
る
が
、
詳
細
不
明
。

正
保
元
年
（
一
六
六
四
）
浅
草
永
住
町
に
移
り
、
大
砿
三
年
現
在
地
に
移
転
し
た
。

「
土
富
店
の
大
黒
」
と
呼
ば
れ
て
開
運
出
世
祈
願
で
有
名
に
な
っ
た
大
黒
天
像
は
、
日
蓮
上
人
が
母
妙
連
尼
の

病
気
平
癒
を
祈
り
、
小
湊
の
生
家
の
松
の
木
で
彫
っ
た
も
の
と
伝
え
、
当
寺
開
山
の
日
宝
が
小
淡
巡
錫
の
折
に
庄

屋

の

娘

の

難

産

を

助

け

た

た

め

に

、

庄

屋

家

に

伝

来

ゞ

鑑

撫

《

三
○
番

日
蓮
宗
久
遠
寺
末

－13－
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一

瀞
鍾

14
沁

抄、

Ⅳ

一
一

Ｆ

》

現
、

ｶ〈旧
所
在
地

夢

ｄ
β
、

在
ｰ

頚
……1

1′
･鐘 Pヤ ●

■

｡

､

地､｡

隆
寺
（
春
陽
山
）
法
華
宗
京
都
本
能
寺
と
摂
津
本
能
寺
と
の
両
未

凧

;，鐙

●

本
所
区
太
平
町
一
丁
目
二
二
番
地

世
田
谷
区
北
鳥
山
四
丁
目
一
七
稀

?~

ロ◇".慰・鐘．．…….骸h歩亀鐸一癖暫
壺

，』 E

尚
現
状

沿
革

慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
頃
日
義
上
人
が
、
神
田
寺
町
（
現
鍜
治

橋
）
に
創
建
し
た
と
伝
え
る
。
そ
の
後
、
谷
中
清
水
門
外
を
へ
て
、

元
禄
四
年
（
一
六
九
こ
に
本
所
へ
移
っ
た
。
そ
し
て
窪
災
後
、
昭

和
三
年
現
在
地
に
移
転
し
た
。

北
烏
山
の
寺
町
と
い
わ
れ
る
一
角
に
あ
り
、
落
狩
い
た
ふ
ん
洲
気

で
あ
る
。

前
庭
に
「
鶏
塚
」
と
い
う
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
建
血
の
供
稚

碑
が
あ
る
。
門
前
の
石
庭
と
い
い
、
静
か
な
た
だ
ず
ま
い
で
あ
り
、

墓
域
も
広
く
、
立
派
で
あ
る
。

（
現
）
太
平
一
丁
目
一
四
番

－1 ：I



風 r蟇 沿
革 妬

、
感

＃
旧
所
在
地
本
所
区
荒
井
町
一
五
番
地
（
現
）
東
駒
形
三
丁
目
一
○
番

現

在

地

世

田

谷

膣

上

馬

四

丁

目

三

○

番

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
創
建
で
、
空
蓮
社
香
誉
上
人
・
清
龍
比
丘
尼
の
開
山
で
あ
る
。
古
く
は
清
煎
寺
と

称
し
、
後
に
桂
昌
院
の
父
感
応
院
の
二
字
を
賜
わ
り
、
感
応
寺
と
改
称
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
、
将
軍
家
か
ら

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
二
○
石
、
同
九
年
一
○
石
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
に
二
○
滴
の
寺
領
を
下
附
さ
れ

て
い
る
。
大
正
一
三
年
現
在
地
に
移
転
し
た
。

応

！ 寺
（
如
法
山
脈
党
院
）
浄
士
鎖
浅
草
幡
随
院
末

溌騒 “

ｰか

~已齢

■
ｎ
Ｆ
Ｐ
覗
◆

鋼,‘感

現
状
住
職
は
同
じ
区
内
の
大
吉
寺
の
兼
任
で
あ
る
。
平

常
は
寺
門
を
と
ざ
し
留
守
番
が
い
る
の
染
で
、
塙
刹

の
面
影
は
な
い
。
し
か
し
江
戸
時
代
か
ら
有
名
で
あ

っ
た
子
育
地
蔵
尊
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本

尊
阿
弥
陀
如
来
も
往
時
の
ま
ま
と
か
。

15

r ~



~~

16
、

一

一

泉旧
所
在
地
本
所
区
番
場
町
二
○
番
地
（
現
）
本
所
一
丁
間
二
六
番

現

在

地

府

中

市

紅

葉

丘

二

丁

目

二

六

番

●

蝉
蔚
鬮
■
屋
１
１
１

》

『

港

凸

凸

匝

壷

映

も

『

手

癖

卒麹 龍

寺
写

淫
■

■

３

出

◇

ザ

【

（

医

光

山

尚

照

院

）

天

台

永

浅

草

寺

末

沿
雛
創
建
者
、
年
代
と
も
不
詳
。
寺
で
も
記
録
焼
失
で
不
明
と
い
う
。

中
興
は
文
明
三
年
（
一
四
七
こ
宗
蟹
法
印
と
伝
え
る
。
か
つ
て
川

越
地
蔵
尊
を
安
置
し
て
あ
り
、
場
所
柄
「
厩
河
岸
の
渡
し
」
の
袋
全

を

祈

る

た

め

で

あ

っ

た

。

現
状
普
賢
寺
と
並
ん
で
お
り
、
同
じ
く
震
災
後
、
昭
和
二
年
移
転
し
て
き

た
と
い
う
。
門
柱
の
普
贋
寺
の
文
字
を
見
な
け
れ
ば
寺
院
と
は
知
ら

ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
、
寺
院
ら
し
い
雰
洲
気
を
も

っ
て
い
な
い
。
本
堂
は
仮
設
で
あ
り
、
墓
域
は
多
磨
霊
園
内
に
あ
る

と

い

う

。

P
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ワ
ノ
０
，

１

韮
日

賢

旧
所
在
地

現

在

地

本
所
区
番
場
町
五
二
番
地
（
現
）
東
駒
形
一
丁
目
五
番

府
中
市
紅
葉
丘
二
丁
二
六
番

寺

（

尚

龍

山

明

惟

院

）

天

台

宗

延

暦

寺

末

沿
革
『
江
戸
紀
聞
』
に
よ
れ
ば
創
建
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
で
、

開
山
は
良
円
和
尚
と
い
う
が
、
詳
細
は
定
か
で
な
い
。
中
興
の
開
川

は
一
二
世
旺
淳
和
尚
と
伝
え
る
。
境
内
に
高
龍
八
幡
宮
を
祀
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
種
を
怪
異
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
奉

安
し
、
山
号
を
と
っ
て
神
社
名
と
し
た
も
の
。

現
状
木
造
の
本
堂
は
風
格
が
あ
る
が
客
殿
、
庫
裡
等
は
ま
だ
十
分
に
は

整
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
た
。
本
所
で
震
災
を
受
け
、
昭
和
一
~

年
現
在
地
へ
移
転
し
た
た
め
、
古
い
も
の
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま

っ

て

い

る

Ｏ

本
堂
前
庭
の
墓
域
は
狭
い
が
、
多
磨
霊
園
に
別
に
篭
城
が
設
け
ら

れ

て

い

る

。

､

-17-
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18
、

最

教

旧
所
在
地

現

在

地

寺

（

天

松

山

）

日

蓮

宗

色

本
所
区
押
上
町
二
○
一
番
地

八
王
子
市
宮
下
町
一
丁
目
四
番

そ

エ

リ

沿
革
開
基
は
仙
能
院
日
崇
上
人
へ
身
延
山
第
三
七
代
通
心
院
日
境
上
人

の
弟
子
）
で
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
創
建
で
あ
る
。

日
崇
上
人
は
身
延
流
祈
祷
の
修
法
師
で
、
将
軍
秀
忠
の
息
女
千
姫

の
病
悩
を
祈
祷
に
よ
り
快
癒
せ
し
め
た
の
で
、
秀
忠
は
本
所
抑
上
・
↑

千
余
坪
の
地
に
本
堂
・
七
面
堂
塔
・
鐘
楼
・
池
等
を
築
造
し
て
日
崇

上
人
に
寄
進
し
た
。
こ
れ
を
千
姫
の
法
号
に
因
み
犬
松
山
と
号
し
、

自
分
の
房
号
を
そ
の
ま
ま
最
教
寺
と
名
付
け
た
。

明
治
三
五
年
、
浅
草
の
玉
泉
寺
と
合
併
し
た
。
関
東
大
震
災
で
全

焼
、
大
正
一
四
年
、
杉
並
区
和
田
三
丁
目
へ
移
転
、
昭
和
四
○
年
さ

ら

に

現

在

地

に

再

移

転

し

た

。

現
状
八
王
子
も
滝
山
城
城
に
近
い
、
緑
豊
な
丘
陵
の
一
画
を
開
い
て
建

て
ら
れ
た
最
教
寺
は
、
交
通
不
便
な
が
ら
、
静
寂
な
寺
院
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
本
堂
、
庫
裡
等
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
だ
が
、
血
派

に
整
備
さ
れ
、
墓
域
奥
の
崖
上
に
は
千
姫
の
蕊
碑
が
あ
り
、
寺
の
由

も

Ｐ

｛

緒
を
し
の
ば
せ
る
。
な
お
、
創
建
当
時
使
わ
れ
て
い
た
慧
到
院
の
院

号
は
、
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

久

遠

寺

末

（
現
）
業
平
三
丁
目
七
番

－18－



一ー

ｰ

沿
革
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
に
俊
能
法
印
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
、
中
興
は
権
大
僧
都
法
印
亭
円
と
『
成
子
書
上
』
は
伝

え
る
が
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
慈
覚
大
師
創
建
と
も
言
い
、
定
か
で
は
な
い
。
『
葛
西
志
』
も

文
明
三
年
俊
能
法
印
開
山
と
し
て
い
る
。
境
内
に
護
摩
堂
、
稲
荷
社
、
宝
筐
印
塔
（
高
一
丈
二
尺
）
等
が
あ
っ
た
。

現
状
水
戸
街
道
に
近
い
高
台
に
あ
る
。
本
堂
、
客
殿
と
も
に
質
素
な
木
造
で
あ
り
、
「
清
光
寺
」
と
刻
ま
れ
た
大
き

な

石

標

は

あ

る

が

、

寺

門

は

な

い

。

し

か

し

、

御

住

職

の

蕊

凝

議

ｎ
ｕ
〉
、

可
１
入

清

光

寺

（

長

漿

山

）

天

台

宗

延

暦

寺

末

旧
所
在
地
本
所
区
荒
井
町
二
番
地
（
現
）
東
駒
形
二
丁
目
二
番

現

在

地

千

葉

県

松

戸

市

松

戸

四

八

八

番

地

巳

Ｖ

１
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漢

寺

、

１

．

舎

禽

垂

１

吋

紬
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
本
所
五
の
橋
（
現
江
東
区
大
島
三
丁
目
）
の
南
に
松
襄
禅
師
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

天
恩
山
羅
漢
寺
と
号
し
、
篭
檗
山
末
で
あ
る
。

明
治
二
○
年
本
所
区
緑
町
四
丁
目
に
仮
堂
宇
を
建
て
た
が
、
明
治
四
二
年
に
は
、
目
黒
瞳
下
目
黒
三
丁
目
二
○

番
の
現
在
地
に
移
転
し
て
い
る
。

五
百
羅
漢
で
知
ら
れ
る
名
刹
な
の
で
、
次
の
出
山
寺
と
と
も
に
、
一
応
、
む
か
し
墨
田
区
に
あ
っ
た
お
寺
の
末

尾
に
参
考
と
し
て
付
記
し
た
。

－2(） －
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沿
革
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
三
月
に
圭
円
阿
闇
利
が
創
建
、
本
尊
の
自
然
木
釈
迦
如
来
立
像
ｌ
台
座
と
も
に
高
さ

一
加
余
り
ｌ
が
釈
迦
出
山
（
苦
行
を
終
え
山
を
出
た
）
の
像
に
似
て
い
る
た
め
出
山
寺
と
称
し
た
。

縁
起
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
の
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
に
紀
州
の
漁
民
が
海
上
で
風
波
の
難
に
あ
い
、
浮

木
に
す
が
っ
て
万
死
に
一
生
を
得
た
が
、
こ
の
浮
木
が
実
は
「
三
国
伝
来
の
釈
迦
像
」
で
あ
っ
て
、
後
に
出
山
寺

げ

ん

ぞ

う

じ

く

の
本
尊
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
三
国
伝
来
」
と
は
、
唐
の
玄
奨
が
天
竺
か
ら
持
ち
帰
り
、
さ
ら
に
唐
か
ら
日

本
に
流
れ
つ
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。

１

な

わ

ち

『
甲
子
夜
話
』
に
よ
れ
ば
、
「
世
人
謂
ふ
。
こ
の
仏
像
に
祈
れ
ば
婦
人
難
産
の
患
な
し
と
。
予
廼
い
か
な
る
故

に
や
と
間
へ
ぱ
、
出
山
寺
と
云
へ
ぱ
と
答
ふ
」
と
あ
る
。

『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』
に
よ
れ
ば
「
自
然
木
出
山
の
釈
迦
像
あ
り
。
天
工
の
妙
自
然
に
成
て
希
代
の
像
な

り

。

往

て

拝

す

べ

し

。

」

２

、

出

山

寺

（

隆

幾

山

金

光

明

院

）

天

台

宗

浅

草

松

葉

町

清

水

寺

末

旧
所
在
地
本
所
区
荒
井
町
二
七
番
地
（
現
）
東
駒
形
二
丁
目
四
番
付
近

現
在
地
区
史
に
よ
れ
ば
再
建
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
情
報
に
よ
れ
ば
茨
城
県
下
の
袋
田

滝

の

入

口

に

移

転

、

無

住

で

は

あ

る

が

、

不

動

堂

と

し

て

現

存

す

る

と

い

う

。

９
１

－21－



~

沿
革 ３

、
光旧

所
在
地
中
ノ
郷
原
庭
町
（
現
）
東
駒
形
三
丁
目
か

開
山
、
開
基
一
切
不
明
、
天
女
五
年
（
一
五
三
六
）
の
創
建
と
伝
え
る
が
、
明
治
初
年
の
記
録
に
既
に
寺
名
は

見
当
ら
ず
。
（
墨
田
区
史
に
よ
る
）

尋

徳

寺
（
福
寿
山
観
音
院
）
天
台
宗
浅
草
寺
末

－22－
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墨

田

に

あ
っ
た
お
寺

昭
和
五
十
八
年
三
月

墨
田
区
教
育
委
員
会

社

会

教

育

課

雛

田

区

横

綱

一

ノ

六

ノ

ー

電

話

（

六

二

六

）

三

一

五

一

合
同
印
刷
株
式
会
社

電

話

（

六

二

四

）

六

一

二

１
１

Ｉ
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